
掲載内容

❷	台風に備えましょう  園芸施設共済
❹	令和５年契約 収入保険の加入申請受付中
❿	NOSAIからのお知らせ
	 帳簿全相殺方式が加わりました
⓬	表紙クローズアップ  千曲市花き農家

園芸施設共済
台風シーズンに備えていますか?

令和5年度契約
収入保険の加入申請受付中

お客様に「きれいな花が
長持ちしました」と
喜んでいただけることが
うれしい。

2022 秋号 No.22

※一時的にマスクを外して撮影をしております。
※広報紙で紹介している店舗や施設を訪問される場合は
感染症予防にお気をつけください。



年 上陸数
H4 3
H5 6
H6 3
H7 1
H8 2
H9 4

年 上陸数
H10 4
H11 2
H12 0
H13 2
H14 3
H15 2

年 上陸数
H16 10
H17 3
H18 2
H19 3
H20 0
H21 1

年 上陸数
H22 2
H23 3
H24 2
H25 2
H26 4
H27 4

年 上陸数
H28 6
H29 4
H30 5
R元 5
R2 0
R3 3

大
規
模
台
風

施
設
等

■自然災害等のリスクに対して、防
災・減災の観点から備えておくべ
き項目についてチェック（※1）し
ます。

平時から備える

直前に備える

事前に備える対策を考える
（リスクマネジメント）

■被災後の事業継続の観点から、事前に
想定しておくべき項目についてチェッ
ク（※1）し、ご自身の経営に合わせた具
体的な内容を当てはめていく。

事故後の立て直しを考える
（BCP）

●緊急時のビニールハウスを補強でき
る器具・備品等を十分に準備してお
く。

●緊急修理ができるように、資材や器
具を事前に準備しておく。

※1 チェックリストなどについては、農水省HP
をご覧ください。

●ビニールハウスを点検・
補強する。

●共済に入る。

●倒壊を引き起こす危険のあ
る強風が予想されるときは、
予め被覆材をはずす。

◎	建物に保管中の農産物の損害を補償します。
◎	補償対象は、農作物共済､ 果樹共済､ 畑作物

共済に加入している品目の中から選択します。
◎	補償する額は、1品目につき、1口100万円
から加入できます。

◎	対象となる事故は、風水害､ 火災､ 雪害､ 地
震等と盗難および運送中の事故です。

◎	保管中農産物の損害額を共済金としてお支
払いします。

　・100万円に契約口数を乗じた額が
　　支払限度です。
　　損害額（共済金）＝
　　　　 1kg当たりの価額※×損害数量（kg）

※	農作物共済、果樹共済および畑作物共済におい
て農林水産大臣が告示する1kg当たり共済金額
の最高額を使用します。

　近年、台風や全国各地で発生している豪雨に
よる自然災害が多発しています。農作物共済、
果樹共済、畑作物共済に加入している農産物の
保管中の備えにぜひ「保管中農産物補償共済」を
ご検討ください。

保管中の損害を補償する
『保管中農産物補償共済』

◆保管中農産物補償共済の概要

◆加入タイプ

◆共済金の支払い

連続する120日間を補償
…出荷前の一時保管に対応
掛金：2,500円
（1品目につき1口100万円当たり）

Ａ
タ
イ
プ

連続する１年間を補償
…自家販売などの通年保管に対応
掛金：6,500円
（1品目につき1口100万円当たり）

Ｂ
タ
イ
プ

　掛金の額には事務費賦課金を含みます。いず
れも中途解約はできません。

◎２つの加入タイプから選択できます。

　
平
成
４
年
か
ら
令
和
３
年
の
30
年
間
の
平
均
で
、
毎
年
３
つ
の
台
風
が

上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
台
風
が
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
上
陸
し
、
観
測
史
上
１
位
と

な
る
最
大
瞬
間
風
速
や
降
水
量
な
ど
が
各
地
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
は

日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
！

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

随
時
加
入
受
付
中
！
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）と
は
、
自
然
災
害
な
ど
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
人
員
・
電
気
・
水
・
資
金

等
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
ど
の

仕
事
を
優
先
し
て
続
け
る
か
、
ど
う
や
っ
て
再
開
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
計
画
の

こ
と
で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、

今
ま
で
の
経
験
と
し
て
既
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
か
ら
も
う
一
歩

踏
み
込
ん
で
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
※
１
）に
落

と
し
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

自
然
災
害
に
備
え
て

「
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」を

作
成
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

台風被害を受けたビニールハウス

◆リスクマネジメントとBCPの例 ご存じ
ですか?

園芸施設共済

令和3年度県内の台風被害棟数
台風9・10・16号による被害棟数は29棟。

特別警報の発表件数
H25年8月30日より運用が開始され、
9年弱で1,712件（年間平均190件）の
特別警報が発表されています。

台風の上陸数

気象庁ホームページより
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収入保険に加入すると
リスクに対し経営のバランスがとれます!

安定して経営が
続けられます!

つなぎ資金と保険金で
経営サイクルが安定!

営農開始

つなぎ
資金

立て直し

保険金

未加入
加入

借入、自己資金による経営の自己再建
※多大な努力、資金力が必要なうえ、中長期的
な経営計画にも遅れが生じてしまいます。

《経営にはさまざまなリスクが潜んでいます》

　保険期間中に、自然災害や価格
低下等により補てん金の受け取り
が見込まれる場合、無利子で融資
が受けられる制度です。

収入
保険

作業トラブル
農機具故障
価格低下
労働力不足

新型コロナウイルス
病気・ケガ
為替変動
自然災害

品目分散
圃場分散
損害防止
作業点検

つなぎ資金とは?

事故

困窮…

収入保険を紹介してください!

令和5年契約  収入保 険の加入申請受付中!

※

全
国
連
合
会
が
加
入
申
請
を
承
認
し
た
も
の
。

経 営 バ ラ ン ス

経営リスクリスク管理

初年度から加入者が
およそ5倍まで伸びています。

収入保険加入者

何
人
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も

構
い
ま
せ
ん
。

契
約
件
数
に
応
じ
て

お
礼
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

仲
間
や
知
り
合
い
に

「
収
入
保
険
」を
オ
ス
ス
メ
！

ま
た
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

生
産
者
を
紹
介
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の

案
内
を
経
て
加
入
申
請
を
し
、

収
入
保
険
契
約
に
至
る
！

※令和5年からの加入は、保険料率が下がります。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（件）

497
855

1,664

2,529

４年３年２年令和元年ずく出して凍霜害対策
～セーフティネット編～

登録は簡単 !
上のQRコードを
読み込むだけ!!

はじめました!

友だち募集中
LINE友だち登録すると新着情報や
お得な情報をタイムリーに入手できます!

NOSAIながのNOSAIながの 45



　
下
條
村
の
農
業
法
人
で
６
年
間

研
修
し
農
場
長
を
務
め
た
後
、
出

身
の
上
田
に
戻
り
独
立
し
、
キ
ュ

ウ
リ
を
栽
培
し
て
３
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
露
地
栽
培
か
ら
始

め
、
今
年
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
現
在
は
中
学
時

代
の
同
級
生
と
２
人
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
栽
培
に
切
り
替
え
た
こ

と
で
、
11
月
ま
で
収
穫
期
間
が
延

び
ま
し
た
。
夏
季
は
35
℃
を
超
え

る
と
人
間
と
同
じ
よ
う
に
キ
ュ
ウ

リ
も
元
気
が
な
く
な
っ
て
く
る
の

で
、
ハ
ウ
ス
の
側
面
や
天
窓
を
開

け
る
な
ど
、
温
度
管
理
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
成
長

が
早
く
管
理
が
大
変
で
す
が
、
一

度
調
子
を
崩
し
て
も
立
て
直
し
や

す
い
で
す
。
ま
た
、
栽
培
方
法
は

現
在
の
一
本
仕
立
て
だ
け
で
な
く
、

吊
り
下
げ
栽
培
も
取
り
入
れ
て
作

業
の
省
力
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
農
業
の
魅
力
は
、
自
分
の
考
え

で
試
行
錯
誤
で
き
る
点
、
そ
し
て

自
分
で
作
っ
た
も
の
を
直
接
売
る

こ
と
で
労
働
の
実
感
が
も
て
る
点

で
す
。
今
後
も
上
田
と
い
う
産
地

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
家
業
で
あ
る
中
島
花
キ
園
芸
を

引
き
継
い
で
か
ら
９
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
延
べ
75

㌃
の
面
積
に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

他
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
き
を
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
20
代
の
頃
、
上
京
し
花
屋
で
働

い
た
経
験
か
ら
得
た
知
識
や
情
報

を
生
か
し
、
花
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
引
き
出
し
て
販
売
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
多
品
種
を

栽
培
し
て
い
る
の
で
、
栽
培
の
段

取
り
を
組
む
こ
と
に
苦
労
し
ま
す

が
、
逆
に
花
を
よ
り
深
く
知
る
機

会
と
な
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
、

直
売
所
で

販
売
す
る

ス
タ
ン
ス

は
崩
さ
ず

に
６
次
産

業
化
を
目

指
し
、
加

工
し
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
等
を
ネ

ッ
ト
で
販
売
す
る
た
め
の
準
備
も

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
積
極
的
に
活
用
し
、
商
品
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
今
後
も
花
の
良
さ
を
十
分
に
生

か
し
た
栽
培
・
販
売
を
行
い
、
新

し
い
花
き
農
家
像
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
３
月
に
茅
野
市
で

就
農
し
、
パ
セ
リ
を
８
㌃
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
実
家
は
別
荘
地
の
蓼
科
で
す
が
、

今
は
実
家
か
ら
車
で
15
分
程
の
圃

場
近
く
へ
移
住
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高

校
生
の
時
で
す
。
そ
の
後
、
大
学

で
農
業
と
経
営
を
学
び
就
農
を
決

意
し
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
農

業
を
知
り
た
い
と
思
い
、
大
学
卒

業
後
、
海
外
農
業
研
修
に
参
加
し

ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
日
系
農
場
で
研

修
。
日
本
野
菜
の
栽
培
、
有
機
農

法
に
よ
る
高
所
得
者
層
向
け
野
菜

の
栽
培
、
販
路
開
拓
方
法
等
を
２

年
間
学
び
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
近
隣
の
パ
セ
リ
農
家

で
実
習
し
た
後
、
独
立
し
ま
し
た
。

パ
セ
リ
は
、
施
設
栽
培
の
た
め
気

候
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
こ
と
、

農
地
が
限
ら
れ
て
い
て
も
栽
培
可

能
な
こ
と
、
ま
た
重
労
働
で
な
い

た
め
女
性
や
高
齢
者
の
方
で
も
働

け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
就
農
１
年
目
で
す
が
、
自

分
の
姿
を
見
て
就
農
を
希
望
す
る

若
手
が
増
え
て
ほ
し
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
堅
実
に
経
営

基
盤
を
固
め
、
そ
の
後
は
学
ん
で

き
た
こ
と
を
活
か
し
た
農
業
経
営

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
祖
父
の
開
拓
し
た
約
３
㌶
の
果

樹
園
で
、り
ん
ご
と
和
・
洋
梨
、さ

く
ら
ん
ぼ
と
多
品
種
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
８
ヵ
月
間
農
業
体
験
し
、
大

学
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
で
13
ヵ
月
の

農
業
研
修
を
経
て
、
就
農
し
ま
し

た
。
現
在
は
両
親
と
共
に
家
族
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
化
学
肥
料
、
除
草
剤
を
一
切
使

わ
ず
、
減
農
薬
、
有
機
肥
料
、
樹

上
完
熟
に
こ
だ
わ
り
、
す
べ
て
個

選
し
、
全
国
の
有
機
農
産
物
取
扱

店
へ
の
卸
や
個
人
の
お
客
様
へ
直

売
し
て
い
ま
す
。
売
り
場
に
足
を

運
び
、
価
格
な
ど
常
に
お
客
様
の

声
を
直
接
聴
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
町
の
若
手
農
業
者
の

会
「
若
武
者
」
の
会
長
と
し
て
同

世
代
の
仲
間
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
会
は
結
成
か
ら
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
今
ま
で
培
っ
た
技
術

や
繋
が
り
を
継
承
し
、
勉
強
会
や

販
売
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
協
力
体

制
を
強
化
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
両
親
を
は
じ
め
地
元
の
先
輩
方

が
築
い
て
き
た
信
頼
や
絆
を
大
切

に
し
つ
つ
、
新
し
い
技
術
や
品
種

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
も
っ
て

食
べ
て
も
ら
え
る
果
物
づ
く
り
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

松川町

佐久穂町茅野市

花き農家の新たな可能性を探る

く
ま
ち
ゃ
ん
農
園　

熊く
ま
が
い谷 

拓た
く
や也

さ
ん（
37
歳
）

中な
か
じ
ま島 

和か
ず
き輝

さ
ん（
35
歳
）

古ふ
る
か
わ川 

竜り
ゅ
う
き生

さ
ん（
26
歳
）

～農業者からのメッセージ～

就農1年目  学びを実践に

順調に育ったパセリ

標高1200ｍの高原で就農した古川さん

人と環境に優しい果樹園をめざして

上田市

清し
み
ず水 

雅ま
さ
ふ
み史

さ
ん（
35
歳
）

自分の考えで試行錯誤

１日収穫がズレると規格外になってしまうので、
収穫は時間との戦いです

ハウス４棟でキュウリ17㌃を栽培しています

左は奥様の智加（ちか）さん、右は和輝（かずき）さん

会社のロゴ入りの箱を手に

加工した
ドライ
フラワー

さくらんぼの手入れをする熊谷さん

果樹園に揃った熊谷さんご家族
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周
り
の
皆
さ
ん
や
、
仲
間
に
支

え
ら
れ
て
ホ
ッ
プ
栽
培
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
栽
培
担
当

の
山
岸
さ
ん
と
日
々
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
、
今
年
で
５
年
目
の
収
穫

を
迎
え
て
い
ま
す
。
果
樹
園
を
改

植
し
た
７
㌃
の
畑
で
信
州
原
産
の

信
州
早
生
、
カ
イ
コ
ガ
ネ
な
ど
の

品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
プ
は
ビ
ー
ル
に
欠
か
せ
な

い
苦
味
や
香
り
を
添
え
る
植
物
で
、

高
さ
６
ｍ
の
支
柱
を
つ
た
っ
て
伸

び
た
ツ
ル
に
鈴
な
り
に
実
り
ま
す
。

　
50
年
ほ
ど
前
に
は
須
坂
地
域
で

も
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
ホ
ッ
プ
も
、

近
年
で
は
栽
培
者
が
少
な
く
な
り
、

技
術
の
情
報
収
集
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
全
国
の
生
産
者
の
方
々
と

活
発
な
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
栽

培
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関

わ
り
合
え
る
こ
と
で
す
。
将
来
は
、

畑
の
真
ん
中
に
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
作

っ
て
、
地
域
の
方
々
と
実
っ
た
ホ

ッ
プ
を
見
な
が
ら
ビ
ー
ル
で
乾
杯

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

～農業者からのメッセージ～

　
松
本
市
で
、
キ
ュ
ウ
リ
を
露
地

と
ハ
ウ
ス
合
わ
せ
て
20
㌃
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
元
々
実
家
が
兼
業
農
家
で
農
業

は
身
近
な
も
の
で
し
た
。
た
ま
た

ま
同
級
生
で
居
合
わ
せ
た
種
苗
メ

ー
カ
ー
の
人
に
誘
わ
れ
、
農
業
に

い
っ
そ
う
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
２
０
２
１
年
に
就

農
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
農
業
経
験
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
家
の
手
伝
い
や
ア
ル
バ

イ
ト
で
少
し
農
作
業
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
る
程
度
で
、
農

業
経
験
が
ゼ
ロ
と
い
う
な
か
、

一
か
ら
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
栽
培
１
年
目
は
病
気
の
発
生
に

悩
ま
さ
れ
、
今
年
は
害
虫
が
発
生

す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
大
変
な
こ

と
の
方
が
多
い
で
す
。
そ
の
一
方

で
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
栽
培
を
行
う
上
で
の
こ
だ
わ
り

で
す
が
、
減
農
薬
栽
培
に
取
り
組

み
、
安
心
安
全
な
キ
ュ
ウ
リ
を
生

産
し
、
消
費
者
に
届
け
た
い
と
意

気
込
ん
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

「人との繋がり」でホップ農場を再び

松本市

須坂市

土
屋
農
園

土つ
ち
や屋 

麻あ
さ
こ子

さ
ん（
57
歳
）

カイコガネ
収穫する土屋さん

高所での作業 栽培担当山岸さん（左）と土屋さん（右）

細ほ
そ
だ田 

雅ま
さ
ひ
ろ大

さ
ん（
41
歳
）

農業共済に関する意見を募集します

◎	

果
樹
共
済

	

（
令
和
２
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
販
売
目
的
で
栽
培
し
て
い
る
品
目

	
 

お
よ
び
生
産
数
量
が
多
い
物
）

	

く
り
・
う
め
・
お
う
と
う
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

計
４
品
目

◎	

畑
作
物
共
済

	

（
令
和
２
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
販
売
目
的
で
栽
培
し
て
い
る
品
目

	
 

お
よ
び
生
産
数
量
が
多
い
物
）

	

小
豆
・
い
ん
げ
ん
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
た
ま
ね
ぎ
・
か
ぼ
ち
ゃ

未実施
品目

◎	

果
樹
共
済（
樹
体
共
済
）

	

　
自
然
災
害
等
で
樹
体
が
枯
死
や
流
失
・
損
傷
し
た
場
合
に

樹
体
の
資
産
価
値
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

未実施
方式

意
見
の
募
集
期
間

　
長
野
県
農
業
共
済
組
合
で
は
地
域
の
共
済
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
農
業
保

険
事
業
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
未
実
施
品
目
お
よ
び
未
実
施
方
式

の
実
施
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
内
容
に
つ

い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去
の
意
向
調
査
の
要
望
か
ら
、
令
和
２
年
産
か
ら
夏
そ
ば
共
済
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
令
和
４
年
９
月
24
日
〜
11
月
23
日
ま
で

●
応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
等
に
未
実
施
品
目
等
と
意
見
・
要
望
等
と
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
次
の
住
所
に
送
付
願
い
ま
す
。

　
〒
３
８
０
－
０
９
３
５ 

長
野
市
大
字
中
御
所
字
岡
田
79
－
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
長
野
県
農
業
共
済
組
合 

収
穫
共
済
課
あ
て

　
同
様
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
に
ご
記
載
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
が
適
切
に
管
理

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
の
同
意
が
な
い
限
り
第
三
者
に
は
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
収
穫
共
済
課　

E-m
ail

：jigyou1@
nosai-nagano.or.jp

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
－
２
１
７
－
５
８
０
９

減農薬栽培のキュウリ畑の前で細田さん

こだわりのキュウリ畑

3,000万円の住宅
1,200万円加入

特約に伴う追加の掛金は共済金額に関係なく、火災共済が810円、総合共済が1,760円となります。
※ただし、地震、噴火等の事故による場合および、自然災害による共済事故で損害額が1万円未満の場合は、この特約に掛かる共済金をお支払いすることができません。

小損害実損填補特約
共済事故が発生したときの損害の額が30万円以下の場合、
損害の額と同額を共済金としてお支払いします。

特約の
加入要件

共済金額1,000万円以上
ご加入されている建物

例えば
落雷事故により、
エアコンが修理不能
（損害額20万円）に
なった場合

エアコンが
修理不能

20万円の損害

通常のお支払い額は

小損害実損填補
特約があれば 20万円

※80％以上の損害を全損と考慮し計算します。

特約により、満額のお支払い!

10万円
3,000万円×80％
1,200万円20万円

建物・家財・
収容農機具ごとに
30万円までの実損害額を補償できる特約があります!

建物共済火災共済／総合共済

減農薬栽培のキュウリで、安心安全をお届け
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対象事故

共済金の支払い

収穫量の減少の確認方法

対象事故

共済金の支払い

収穫量の減少の確認方法

災害収入共済方式

全相殺減収方式
全相殺品質方式

青色申告をしている方

収入保険 半相殺減収総合方式
をおすすめします。 をおすすめします。 をおすすめします。

をおすすめします。
２つの加入方式があります。
①発芽期から収穫期までの補償

期間が短いもの【短縮方式】
②花芽の形成期から収穫期まで

の補償期間が長いもの（約1年
半）【一般方式】

青色申告をしていない方（または収入保険を希望しない方）

※どなたでも加入できます。

果樹共済 農作物・畑作物共済

　自然災害等による収穫量の減少及
び生産金額の減少を補償します。

　加入者の収穫量が基準収穫量を下
回り、かつ生産金額が基準生産金額の
８割（7割、6割も選択できます）に達
しないときに共済金を支払います。

　出荷団体の資料、加入者ご自身の青
色申告書等から共済金を算定します。

　自然災害等による収穫量の減少（品質
方式は品質低下を含む）を補償します。

　加入者の減収量が基準収穫量の2割
（3割、4割も選択できます）を超えて
減少したときに共済金を支払います。

　出荷団体の資料、加入者ご自身の青
色申告書・白色申告書関係書類から共
済金を算定します。（品目ごとに面積・
収穫量を記帳してあれば、品目ごとに
補償することができます）

　果樹共済の「帳簿全相殺減収方式」では、税務申告関係書類に
「品種ごと」に収穫日・収穫量・販売金額が記載されていれば、
それごとに損害の査定ができるようになります。

農作物・畑作物共済、果樹共済

帳簿全相殺方式 が加わりました

右の加入申込期限までにお申し込みください。
　加入者個々の負担共済掛金は、過去の被害率に応じて41段
階の区分に設定されていますので、被害が少ない方ほど安い
掛金で加入いただけます。
　10アール当たりの掛金の目安は下表のとおりです。
　なお、掛金の目安には事務費賦課金（10アールあたり50円

〔地域インデックス方式は40円〕）が含まれています。

　一筆方式の廃止により、全相殺方式へ
の加入をおすすめしています。
　出荷資料や青色申告書又は白色申告書
関係書類に記帳した帳簿の収穫量により
損害の査定を行いますので、収穫日ごと
に収穫量を記帳しましょう。（記帳の記載
例を参照）

　特定危険方式と樹園地方式の廃止により、半相殺減収総合方式へ移行を
お願いしていますが、白色申告者でも税務申告関係書類の記帳内容により
加入ができる「帳簿全相殺減収方式」が新設され、本県では令和6年産から
加入ができるようになりますので、条件を満たす方はご検討ください。

注） １ 地域インデックス方式は、市町村ごとの統計データにより引受・損害評価を行います。
 ２ （　）内は、一筆半損特約を選択した場合の掛金です。
 ３ 一筆半損特約は、農家単位の損害評価では相殺されてしまう一筆ごとの損害の減収（半損以上）を補償します。
 ４ 補償単価158円は、令和５年産パンまたは中華麺用小麦で経営安定対策交付金申請者の最高補償単価です。
 ５ 掛金は、掛金区分41段階の平均値で算出しています。

NOSAI からのお知らせ

（単位：円）

半 相 殺 方 式
全 相 殺 方 式
災 害 収 入 共 済 方 式
地域インデックス方式

（長野市の場合）

６割 ７割 ８割 ９割

播  種  期 加入申込期限
10/ 1 ～11/10

10/11～11/10

10/21～11/10

 9 月30日

10月 7 日

10月20日

10アール当たり掛金の目安（小麦） （基準収穫量 330kg、補償単価158円で加入した場合）

麦共済（令和５年産）の加入申込みが始まりました!!

（記帳の記載例）

区分
収穫日

収　穫　量

主食用米 飼料用米 米粉用米

9 月18日

 9 月25日

10月 1 日

5,000kg

2,500kg

500kg

1,000kg

100kg

全相殺方式は半相殺方式より補償が手厚く、損害の査定が明確です!

税務申告関係書類に、収穫量・面積などが
帳簿全相殺方式では、基準収穫量の設定を過去に記帳した帳簿の収穫量から

記帳されている方はそれを基に加入できます!
算出し、損害の査定は対象年の収穫日ごとの収穫量により行うため明確です。

収入金額の減少の確認方法

保険金の支払い

対象事故

共済金の支払い

収穫量の減少の確認方法

対象事故
　自然災害だけでなく、農業経
営上のさまざまなリスク
•価格の低下
•ご自身の病気で収穫不能
•収穫後の事故 など
による収入減少を補償します。

　自然災害等による収穫量の減
少を補償します。

　加入者の収穫量が基準収穫量
の３割（4割、5割のコースもあ
ります）を超えて減少したとき
に共済金を支払います。

　被害樹園地を現地調査した見
込収穫量で共済金を算定します。

　加入者の収入金額が基準収入
の１割を超えて減収したときに
保険金を支払います。

　加入者ご自身の青色申告によ
る農業収入金額で保険金を算定
します。

1,415
2,223

（1,659）
（2,400）

812
963

1,396

（1,076）
（1,030）
（1,659）

449
547
922

（   768）
（   796）
（1,218）

257（590）

1,084（1,602）336（   899）72（   621）

補償割合加入方式
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国
内
の
キ
ク
の
年
間
生
産
量
は
13

億
本（
２
０
２
１
年
農
林
水
産
統
計
）

で
、
全
切
り
花
品
目
の
約
40
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
生
産
は
愛
知
県
が
最

も
多
く
、
次
い
で
沖
縄
県
、
福
岡
県
、

鹿
児
島
県
、
長
崎
県
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
本
県
で
は
、
夏
季
の
比
較

的
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
夏
秋
期

（
７
月
～
10
月
）の
産
地
と
し
て
、
８

月
の
旧
盆
や
秋
の
お
彼
岸
需
要
向
け

を
中
心
に
輪
ギ
ク
や
小
ギ
ク
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
県

内
の
主
産
地
で
は
、
白
色
の
輪
ギ
ク

「
岩
の
白
扇
」が
無
加
温
ハ
ウ
ス
で
の

電
照
栽
培
に
よ
り
７
月
新
盆
か
ら
９

月
彼
岸
ま
で
の
３
ヵ
月
間
、
計
画
的

な
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
デ
ィ
ス
バ
ッ
ド
（
ス
プ
レ
ー

ギ
ク
の
１
輪
仕
立
て
）
の
生
産
が
増

え
て
お
り
、
電
照
栽
培
と
短
日
処
理

を
組
み
合
わ
せ
た
日
長
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
７
月
～
11
月
頃
ま
で
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ク
の
電
照
栽
培
は
戦
後
間
も
な

い
頃
に
愛
知
県
で
始
ま
っ
た
技
術
で
、

ほ
場
内
に
一
定
の
間
隔
で
設
置
さ
れ

た
電
照
用
の
光
源
を
タ
イ
マ
ー
制
御

に
よ
り
、夜
間
（
概
ね
22
時
～
３
時
）

に
照
明
を
行
う
も
の
で
す
。
短
日
性

植
物
の
キ
ク
は
、
日
長
が
短
く
な
る

と
花
芽
分
化
を
開
始
し
発
蕾
～
開
花

へ
と
移
行
し
ま
す
が
、
電
照
を
行
う

こ
と
に
よ
り
人
為
的
に
長
日
条
件
を

作
り
花
芽
分
化
へ
移
行
す
る
の
を
抑

制
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
草
丈
を
確

保
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な
生
産
と

出
荷
期
間
の
拡

大
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、

電
照
栽
培
に
用

い
る
光
源
は
主

に
白
熱
電
球
が

使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
省

エ
ネ
、
節
電
、

二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
を
求

め
る
情
勢
や
比

較
的
安
価
で
購

入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
白
熱
電

球
か
ら
定
格
寿
命
が
長
く
、
消
費
電

力
や
故
障
等
に
よ
る
リ
ス
ク
も
少
な

い
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
転
換
が
県
内
産

地
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
赤
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
に
は
、
キ

ク
の
開
花
抑
制
に
効
果
が
高
い
６
３

０
nm（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）付
近
の
波
長

域
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場

で
は
、
ダ
リ
ア
、
ア
ス
タ
ー
、
小
ギ

ク
等
の
品
目
に
対
し
て
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
実
用
性
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
品
目
に
対
す
る
開
花

調
節
や
品
質
向
上
に
向
け
た
導
入
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
千
曲
市
雨
宮
の
久
保
田
寛
さ
ん（
54
）は
、
花

き
栽
培
農
家
。
園
芸
施
設
約
40
㌃
と
露
地
約
20

㌃
で
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な

ど
５
品
種
の
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
久
保
田
さ
ん
の
実
家
は
農
家
で
、
小
さ
い
こ

ろ
は
豚
舎
の
掃
除
を
手
伝
い
ま
し
た
が
、
小
学

校
を
卒
業
し
た
こ
ろ
に
、
ご
両
親
が
そ
の
地
域

で
も
と
も
と
盛
ん
な
花
き
栽
培
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
大
学
を
卒
業
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
６

年
間
経
験
し
た
後
、
28
歳
の
時
に
実
家
に
戻
り

農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
「
１
年
を
通
じ
て
収
入
が〝
な
か
ら
〟に
な
る

こ
と
が
大
事
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
品
種
を

月
単
位
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
割
り
振
っ
て
、
作

業
が
平
準
化
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
や
っ
て
く
る
繁
忙
期
は
お
姉
さ
ん
と

二
人
で「
気
合
」で
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

花
き
栽
培
に
必
須
の
水
や
り
は
、
夏
季
で
あ
れ

ば
朝
４
時
に
は
起
床
し
、
５
時
前
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
忙
し
さ
の
中
で
も
「
朝
の
空
気
は
涼

し
く
て
気
持
ち
い
い
」
と
働
き
者
で
す
。

　
「
相
場
の
変
動
に
も
対
応
で
き
る
収
入
保
険

に
入
っ
て
い
ま
す
。
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
品
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ハーモニー
農業者とNOSAI職

員の

千曲市

久
く ぼ た

保田 寛
ひろし

さん（54歳）

台風や大雪で園芸ハウスが潰れて
しまった苦い思い出も。
収入保険の話を聞いたとき、
これは入りたいと考えました。

NOSAIの職員に花の魅力を伝える久保田さん農業技術課副主任専門技術員
宮坂 昌実

No.

10

　

秋
の
収
穫
期
を
中
心
に
、
ブ
ド
ウ
等
の

果
実
の
盗
難
被
害
が
発
生
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
農
作
物
が
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し

て
被
害
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫
物
は
園
地
に
置
か
ず
、

　
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
道
具（
収
穫
用
コ
ン
テ
ナ
や
脚
立
等
）は
、

　
犯
行
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
園
地
か
ら

　
こ
ま
め
に
撤
収
し
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
や

　
柵
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
園
地
内
に「
盗
難
防
止
警
戒
中
」等
の

　
看
板
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
た
り
、

　
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
を

　
設
置
し
て
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
者
や
不
審
車
両
を
目
撃
し
た
り
、

被
害
が
判
明
し
た
際
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
県
内
各
地
で
、
地
域
の
生
産
者

の
み
な
さ
ま
と
警
察
が
連
携
し
て
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ポ
く
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
作
物
の
盗
難
被
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

17棟のビニールハウスで栽培

シックな色合いのトルコギキョウ

苗の世話

赤色LED電球（手前）とキクの栽培施設内の様子

電照栽培を行っている施設の外観

キ
ク
の
電
照
栽
培
へ
導
入
が
進
む

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
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幼
い
頃
か
ら
県
外
で
暮
ら
し
て
い
た
狩
野
さ
ん

は
、
３
年
半
程
前
に
会
社
を
父
か
ら
引
継
ぐ
た
め

安
曇
野
へ
移
住
し
ま
し
た
。
取
引
先
は
県
外
が
多

く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
移
動
が
難
し
い
中
、
何
か
新
し

い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
、
学
生
時
代
に
留
学
先
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
や
っ
て
い
た
お
店
で
の
お

菓
子
作
り
の
経
験
を
活
か
せ
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
に

目
を
つ
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
５
月
よ
り
、
会
社
駐
車
場
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
配
置
し
、
日
替
わ
り
で
常
時
５
～
10
種
類

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
す
す
め
は
お
店
の
ロ
ゴ

に
も
な
っ
て
い
る
定
番
の
ウ
サ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
の
カ

ッ
プ
ケ
ー
キ
で
す
。
見
た
目
は
色
鮮
や
か
で
す
が
、

着
色
料
を
使
わ
ず
に
野
菜
や
果
物
の
色
味
を
生
か

す
な
ど
、
日
本
人
向
け
に
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
に
な

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卵
や
チ
ー
ズ

は
地
域
の
も
の
を
使
用
し
、
一
つ
一
つ
手

作
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
出
張
販
売
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
声

を
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
遠
方
で
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
す
。

　
守
屋
山
を
源
と
し
天
竜
川
に
合
流
す
る
一
級
河
川

「
沢
川
」に
箕
輪
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
沢
川
は
過
去
に

大
き
な
水
害
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、
水
害
対
策
と

上
伊
那
地
域
の
飲
料
水
等
の
確
保
の
た
め
、
平
成
４

年
に
箕
輪
ダ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。
ダ
ム
建
設
に
伴

い
地
元
の
長
岡
新
田
の
皆
さ
ん
は
苦
渋
の
決
断
を
し
、

長
年
暮
ら
し
た
土
地
を
離
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
に
ふ
る
さ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
地
権
者
の
方
々
が
約
10
年
か

け
て
、
ダ
ム
湖
周
辺
に
１
万
本
余
の
も
み
じ
を
植
栽

し
ま
し
た
。
公
募
で
名
付
け
ら
れ
た「
も
み
じ
湖
」は
、

も
み
じ
の
名
所
と
し
て
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
お
す
す
め
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
２
０
２
０
、
２
０
２
１
と
２
年
連
続
し

て
全
国
１
位
の
「
紅
葉
の
名
所
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊北IC

箕
輪
ダ
ム

もみじ湖

伊那松島駅

羽場駅

沢駅

飯
田
線

中
央
自
動
車
道

153

天
竜
川

沢川

沢
川

末広広場
もみじのトンネル

箕輪町役場

0 2km

■	当選者発表
	 正解者666通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。
川 上 村	 渡辺　亜子さん
小 諸 市	 清水　昭夫さん
佐 久 市	 宮沢たか子さん
佐 久 市 	小林　昭一さん
御代田町	 小林　純人さん
上 田 市	 田村　信行さん
上 田 市	 岩瀬　邦子さん
上 田 市	 平林　玲子さん
青 木 村	 南沢　将平さん
長 和 町	 遠山　元子さん
千 曲 市	 北澤　　武さん
坂 城 町	 田中　正雄さん
伊 那 市	 登内　智江さん
箕 輪 町	 小林美枝子さん
宮 田 村	 橋爪　正男さん
茅 野 市	 佐藤　隆治さん
富士見町	 望月　一栄さん
飯 田 市	 三村　繁子さん
飯 田 市	 野村　慶一さん
高 森 町	 大石　結菜さん

■応募方法
記入例（ハガキで応募してください）

■	前号の答え

個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、広報紙への当選者
発表、読者の声の掲載のために
ご記入いただくもので、それ以
外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をし
たりすることは一切ありません。
●ご応募に際しては、個人情報
の提供に同意した上でご応募く
ださい。●賞品または抽選や当
選に関するご質問は受け付けて
おりません。

イ
ン
ス
タ
映
え
の
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

答え 
Q1 □□
Q2 □□□

◆締め切りは、令和4年11月18日（金）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様
に図書カード（1,000円分）を進呈します。

●クイズの正解者は新年号の紙面にて発表します。

クイズは２問
あります。
文字を組み合
わせて言葉を
完成させてく
ださい。下 條 村	 大塩たか子さん

南木曽町	 大宮　直人さん
松 本 市	 関　美香子さん
松 本 市	 輿　　豊子さん
松 本 市	 宮下たけおさん
塩 尻 市	 青木　秀子さん
安曇野市	 池上　潤子さん
安曇野市	 丸山　紗英さん
筑 北 村	 佐々木清子さん
麻 績 村	 飯森加代子さん
白 馬 村	 塩島　　基さん
池 田 町	 井口　　咲さん
中 野 市	 太田　典孝さん
飯 山 市	 森　真由美さん
飯 山 市	 長谷川和朗さん
長 野 市	 高木　光子さん
長 野 市	 吉澤八英子さん
小布施町	 清水　正克さん
信 濃 町	 松木　公夫さん
飯 綱 町	 永野むつ子さん

■SHOP DATA
TEL／0263-88-5445
住所／安曇野市豊科4474-3
営業日／年中無休
営業時間／11:00～20:30（平日）
　　　　　10:00～20:30（土・日・祝日）
通信販売／秋頃から始めます。
※イベント等の情報もお待ちしています。

Q1 Q2夏 祭 蚊 取 線 香

野菜ソムリエプロ・フードスタイリング＆
フォトグラファー
綿貫 みどり

愛知県出身。13年前信州
に移り住み、信州野菜の
美味しさに感動したこと
がきっかけで、食に関す
る資格をいくつか取得。
料理や写真を通して、「畑
から食卓までを笑顔でつ
なぐ」をモットーに日々
活動しております。

★材料★
（200mlカップ約5個分）
お好きなぶどう...........................１房
クリームチーズ
（常温に戻しておく）...........200ｇ
生クリーム...............................200cc
砂糖....................................................60ｇ
レモン汁.................................大さじ１
粉ゼラチン.....................................８ｇ
バター..............................................40ｇ
ビスケット...................................10枚
【ぶどうのジャム（コンポート）】
ぶどう...........................................300ｇ
砂糖....................................................40ｇ
レモン汁.................................小さじ１
※余ったぶどうは飾り用に使用

★作り方★
①	ぶどうジャムを作る。ぶどうは半分に切る。皮を外し
て食べる品種は皮をむいてお茶パックに入れておく。
ぶどうに砂糖をまぶしてしばらく置く。

②	鍋に①とレモン汁を入れてあくを取りながら煮る。好
みの柔らかさになったら火を止めて冷ましておく。（お
茶パックは絞って取り出す。）

③	ビスケットを砕く。バターをレンジ600Wで約30秒
加熱して溶かしビスケットと混ぜ合わせ、カップに入
れてスプーンの底等で押さえながら平らにしたら冷蔵
庫で冷やす。

④	ボウルにクリームチーズ・砂糖・レモン汁・生クリーム
を入れよく混ぜ合わせる。粉ゼラチンを大さじ３の水
でふやかし、レンジ500Wで約30秒加熱して溶かす。

⑤	溶けたゼラチンもボウルに入れ素早く混ぜ合わせたら
カップに流し入れ、2〜3時間冷蔵庫で冷やす。ジャム
や残りのぶどう等を飾り付けてできあがり。

安曇野市
合同会社安曇野
カップケーキ専門店
『CUP azumino』

狩
か の う

野 朋
と も み

美さん

代表の狩野さん

キッチンカーなどで販売

１万本のもみじと湖畔（見頃／10月下旬～11月上旬）

もみじのトンネル

■お問い合わせ先
　箕輪町役場・箕輪町観光協会
　TEL.0265-79-3171
■交通アクセス
　車：伊北ICから６km、約30分（駐車場あり）
　　  カーナビでは「箕輪ダム管理棟℡0265-

79-6999」で検索してください。
　電車：JR飯田線 伊那松島駅下車、タクシーで

約20分

ぶどうのカップレアチーズケーキぶどうのカップレアチーズケーキ
　
カ
ッ
プ
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
、
銘
々
で
食
べ
ら
れ

て
パ
ー
テ
ィ
ー
ス
イ
ー
ツ
等
に
も
ピ
ッ
タ
リ
！
黒
系
の

ぶ
ど
う
は
皮
と
一
緒
に
煮
る
と
、
と
て
も
き
れ
い
な
色

に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
は
洗
わ
ず
に
小
果
柄（
小
枝
）の
所
か
ら
切
り

離
し
、
密
封
袋
へ
入
れ
野
菜
室
で
保
存
す
れ
ば
長
く
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
豊
富
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
は
身
体

に
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
ブ
ド
ウ
糖
を
摂
取

す
る
こ
と
で
脳
の
活
性
化
や
疲
労
回
復
に
も
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

↑インスタグラム
最新情報はこちら。
遊びに来てください。

Q2ヒント：鳥よけ、獣よけの昔からの味方

も
み
じ
湖（
箕
輪
ダ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箕
輪
町
）

かわいさ満点の
カップケーキ

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係行

63円切
手をお
貼りく
ださい

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□
	 Q2 □□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入
ください。
※あなたの食べてみた
いものは何ですか。

（うら面）
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このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2022年9月22日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

編集後記
　広報紙でも旬の食材を使ったレシピを掲載させてい
ただいています。編者も家で料理することもあります
が、旬の食材を取り入れられるよう地元の直売所にも
顔を出します。旬の食材を選びながら、美味しい農産
物を育ててくれる農家さんに感謝です。	 （S）

読 者 の み な さ ん か ら

園芸施設共済
台風シーズンに備えていますか?

令和5年度契約
収入保険の加入申請受付中

●	

高
原
野
菜
生
産
者
で
す
。
毎
年

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
し
ま
い
、
大
量
の
白
菜
、

レ
タ
ス
の
廃
棄
に
困
っ
て
い
ま

す
。
高
原
野
菜
の
廃
棄
が
な
く

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

	
	

南
牧
村 

Ｋ
さ
ん

●	

介
護
士
と
し
て
施
設
で
働
い
て

た
く
さ
ん
の
方
と
接
し
て
い
ま

す
。
私
は
ど
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
る
の
か
。
い
つ
も
笑
顔

で
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
、
ボ

ケ
て
も
か
わ
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
い
た
い
。	

小
諸
市 

Ａ
さ
ん

●	

子
ど
も
が
ダ
メ
な
ら
、
孫
で
い

い
。
誰
で
も
い
い
か
ら
、
農
業

を
継
い
で
ほ
し
い
。
稲
作
、
季

節
の
野
菜
作
り
楽
し
い
よ
！

	
	

東
御
市 

Ｍ
さ
ん

●	

私
の
今
一
番
の
願
い
は
、
遠
く

に
暮
ら
す
孫
た
ち
と
自
由
に
往

来
で
き
ま
す
よ
う
に
…
！
コ
ロ

ナ
の
心
配
を
せ
ず
会
う
こ
と
が

早
く
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。

	
	

伊
那
市 

Ｋ
さ
ん

●	

家
庭
の
都
合
で
30
年
振
り
に
帰

郷
し
農
業
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、

上
手
に
野
菜
作
り
を
し
た
い
と

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

	
	

富
士
見
町 
Ｓ
さ
ん

●	

お
金
を
貯
め
て
、
東
京
で
牛
を

飼
っ
て
み
た
い
。
…
…
ナ
ン
チ

ャ
ッ
テ
。	

富
士
見
町 

Ｋ
さ
ん

●	

争
い
ご
と
の
な
い
平
和
な
世
の

中
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
心

か
ら
親
切
に
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
、
最
高
の
心
の
や
す
ら
ぎ
に

な
り
ま
す
。	

飯
田
市 

Ｏ
さ
ん

●	

リ
ニ
ア
新
幹
線
に
乗
っ
て
息
子

の
住
ん
で
い
る
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
へ

行
く
こ
と
。
元
気
で
い
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	
	

喬
木
村 

Ｍ
さ
ん

●	

５
歳
の
息
子
に
願
い
ご
と
を
聞

い
て
み
る
と
…
、「『
家
族
み
ん

な
が
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う

に
』
か
な
あ
～
！
」
と
即
答
さ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
早
く
そ
ん

な
世
の
中
に
な
り
ま
す
よ
う
に

…
。	

松
本
市 

Ｈ
さ
ん

●	

１
年
で
も
長
く
リ
ン
ゴ
作
り
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
元
気
で
働

け
る
こ
と
。	

麻
績
村 

Ⅰ
さ
ん

●	

戦
争
は
ダ
メ
だ
～
、
始
ま
っ
て

し
ま
え
ば
悲
し
み
だ
け
…
…
、

終
わ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

	
	

大
町
市 

Ｋ
さ
ん

●	

毎
日
元
気
で
畑
仕
事
が
で
き
る

こ
と
が
願
い
で
す
。
仏
壇
に
毎

朝
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

	
	

長
野
市 

Ｔ
さ
ん

NOSAI長野
公式webサイト

あ
な
た
の
願
い
ご
と
は
何
で
す
か
。

　
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度

の
主
な
普
及
活
動
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
後
述
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
下
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

nogi/aec/2016katsudo.htm
l

（
長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課
）

長
野
県
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

「
令
和
３
年
度
普
及
活
動
ア
ル
バ
ム
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
水
田
を
主
体
と
し
た
農
業
経
営
体
の
労
働
生
産
性

の
向
上
と
収
益
力
の
強
化
を
目
的
に
、
製
造
業
な
ど

で
実
施
し
て
い
る「
ト
ヨ
タ
式
カ
イ
ゼ
ン
手
法
」の
活

用
に
関
す
る
標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

令
和
４
年
11
月
７
日
㈪

【
受
講
料
】

　
無
料
。
た
だ
し
、
交
通
費
や
必
要
な
資
材
が
発
生

す
る
場
合
は
受
講
者
負
担
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
お
近
く
の
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
技
術
経
営
普

及
課
ま
た
は
農
業
技
術
課
（
農
業
試
験
場
駐
在
）「
℡

０
２
６‒

２
４
６‒

２
４
１
３
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

令
和
４
年
度 

次
世
代
水
田
農
業
経
営
体
に
向
け
た

「
カ
イ
ゼ
ン
塾
」受
講
者
募
集

の
お
知
ら
せ

月　日 内　容 場　所 講　師
11月30日（水） トヨタ生産方式 長野県庁

会議室（長野
市大字南長野
幅下692-2）

トヨタ自動車
株式会社 
アグリバイオ
事業部

12月 7 日（水）4S活動、標準作業
12月20日（火）カイゼン手法の事例

【研修内容等】

　
№
21
で
長
野
県
農
業
共
済
組
合
役
員
等
表
彰
の
発
表
を

し
ま
し
た
が
、
千
曲
市
で
表
彰
を
受
け
た
方
の
氏
名
は
、

正
し
く
は
栁
原
正
紀
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

訂正と
お詫び


